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ふ
る
さ
と
の

　
　
　 

大
地
を
耕
す

　
一
迫
金
田
地
区

　
　
有
限
会
社 

川
口
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

令
和
６
年
１
月
、
第
53
回
日
本
農
業

賞
・
個
人
経
営
の
部
で
川
口
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
様
が
大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
を
守
り
、
農
地
を
集
約
し
大
規

模
経
営
を
実
践
し
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
農

業
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

米
の
加
工
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

米
粉
パ
ン
は
全
国
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

展
開
、
運
営
し
て
い
る
直
売
所
で
は
無

料
の
宅
配
や
、
近
年
は
高
齢
者
の
送
り

迎
え
も
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
活
動
が
今
回
の
受

賞
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
取
材　

髙
橋
文
彦
委
員
）
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日
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／
金
成
庁
舎
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農
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と
の
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２
月
２
日
（
月
）
／
金
成
庁
舎

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（42）1239
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農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
連
携
及
び
調
整
、
そ
の
他
農
業

委
員
会
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
連

携
会
議
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
11
日
の
連
携
会
議
で
は
、
令
和

６
年
度
の
事
業
計
画
や
農
業
者
年
金
の

加
入
促
進
、
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
遊

休
農
地
の
増
加
、
鳥
獣
被
害
の
拡
大
、

農
業
用
資
材
や
飼
料
、
燃
料
等
の
価
格

高
騰
に
よ
り
、
農
畜
産
物
の
価
格
は
依

然
下
落
傾
向
に
あ
り
、
農
業
経
営
の
先

行
き
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
は
、
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
ほ
か
、
農

業
者
年
金
へ
の
加
入
促
進
、
女
性
委
員

の
活
動
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行

等
の
情
報
提
供
活
動
、
全
国
農
業
新
聞

の
普
及
拡
大
、
地
域
農
業
者
・
農
業
団

体
と
の
連
携
強
化
な
ど
を
柱
と
し
、「
行

動
す
る
農
業
委
員
会
」
と
し
て
、
地
域

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
、
栗
原
市

の
農
業
の
振
興
、
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
農
業
委
員
会
の
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
農
業
者
の
身
近
な

相
談
役
と
し
て
、
現
場
活
動
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

　

令
和
６
年
２
月
２
日
、
金
成
庁
舎
に

お
い
て
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
か
ら
16
名
の
農
業
者
に
参

加
い
た
だ
き
、
様
々
な
課
題
な
ど
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
活
動
内
容
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
前
も
っ
て
質

問
い
た
だ
い
た

◦
農
地
の
水
張
り
ル
ー
ル
に
つ
い
て

◦
稲
わ
ら
や
も
み
殻
処
理
に
つ
い
て

◦
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

◦
新
規
就
農
に
つ
い
て

な
ど
を
意
見
交
換
し
、
解
決
に
向
か
う

た
め
の
農
業
委
員
か
ら
の
提
案
な
ど
、

閉
会
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
活
発

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
内
容
は
、
栗
原
市
内
だ
け
に

限
ら
ず
、
全
国
の
農
業
者
に
と
っ
て
切

実
な
問
題
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
農

業
者
に
寄
り
添
っ
た
農
業
委
員
会
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員

　

佐 

藤　
　

 

勝
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　　☎（42）1239

　

令
和
６
年
２
月
５
日
に
女

性
農
業
者
の
た
め
の
農
家
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨

年
７
月
の
委
員
改
選
で
農
業

委
員
４
名
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
２
名
の
女
性
委

員
が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

相
談
会
で
は
、
高
齢
化
に

よ
る
後
継
者
問
題
、
相
続
、

農
地
の
賃
貸
借
や
売
買
な
ど

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
様
な
懸
念
を
抱
え
る
農

家
の
方
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

今
後
も
同
様
の
相
談
が
増
え

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

相
談
者
か
ら
は
、
話
が
で

き
て
よ
か
っ
た
、
相
談
し
て

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
な
ど

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
に
よ
っ
て
、
そ
の
場

で
解
決
で
き
る
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
女
性

農
業
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
、

解
決
す
る
後
押
し
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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農
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宮
城
県
農
業
委
員
会
大
会

宮
城
県
農
業
委
員
会
大
会

　
　
　
　
　

11
月
15
日
（
水
）
／
名
取
市
文
化
会
館

農
業
委
員　

鈴 

木　

和 

子

　

基
調
講
演
と
し
て
東
北
大

学
農
学
研
究
科
の
角
田
教
授

の
「
人
の
視
点
か
ら
地
域

計
画
の
策
定
と
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
考
え
る
」

を
興
味
深
く
拝
聴
し
ま
し

た
。
我
々
も
来
年
３
月
ま
で

に
10
年
後
を
見
据
え
た
地
域

計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
実
現

す
る
に
は
、
地
域

内
外
か
ら
農
地
の

受
け
手
を
幅
広
く

確
保
し
、
農
地
の

集
約
化
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
認
定
農
業
者

の
育
成
と
並
行
し

て
、
集
落
営
農
組

織
を
立
ち
上
げ
て

確
固
た
る
担
い
手

集
団
を
組
織
し
て

い
く
こ
と
が
必
須

項
目
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
農

地
を
守
る
た
め
、
地
域
の
農

業
者
と
の
話
し
合
い
を
重
ね

て
実
効
性
の
あ
る
目
標
地
図

を
作
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
農
家
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

農
業
委
員　

氏 

家　

優 

一STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP! 

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!   

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  

STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!  STOP!   

　農林水産省の調査によると、令和４年
に発生した農作業事故の死亡者は、全国
で年間238人となっております。
　普段慣れている作業でも危険が伴うこ
とを再認識し、農作業事故の防止と安全
作業の徹底に努めましょう。

STOP!農作業事故農作業事故
【農作業事故防止のポイント】

•適度な休息、ゆとりをもって。携帯電話も忘れずに。
•トラクター等でほ場の出入り、勾配や段差に注意し
　て。
•農業機械の点検、必ずエンジン止めてから。
•シートベルト、ヘルメットは必ず着用。早めのライ
　ト点灯。
•ほ場から道路へ出るときは、クローラー等についた
　土・泥をよく落として。
•刈払機（草刈機）を使用するときは、ヘルメット、
　保護メガネ、防振手袋等の保護具を必ず着用。
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登米市農業委員会へ登米市農業委員会へ
視察研修視察研修
　　　　12月4日(月)／登米市中田庁舎

　目標地図作成の情報共有などを目的に、登
米市農業委員会へ視察研修を行いました。
　栗原市と登米市は、相互の出入作や隣接し
たほ場があることから、今後協力しながら目
標地図素案の作成を進めることなど、活発な
情報交換が行われました。

　遊休農地対策などを目的に、福島県棚倉町
農業委員会（沼野謙一会長外10名）が視察
来訪されました。
　金成地区で実施している栗原市農業委員会
独自事業の耕作放棄地復元モデル事業を視察
した後、意見交換を行いました。遊休農地の
増加やイノシシなどの有害鳥獣被害など、お
互いに抱える課題等について、活発な情報交
換が行われました。

福島県棚倉町農業委員会の福島県棚倉町農業委員会の
視察受け入れ視察受け入れ
　　　11月10日(金)／栗原市金成庁舎ほか

　『家族経営協定』とは、家族で行う農業経営について、
経営の方針や役割、労働時間・労働報酬等について家族
みんなで話し合い、それを文書にして取り決めることに
より、経営主だけではなく家族それぞれ自覚を持って経
営に参画することを目的に締結するものです。

1. 認定農業者制度
　経営主のほかに、家族経営協定を締結した方も
認定農業者になることが出来ます。
2. 農業者年金
　青色申告をしている認定農業者と家族経営協定
を締結した配偶者や後継者が農業者年金に加入す
る場合、一定の要件を満たすと保険料の国庫補助
を受けることが出来ます。
　　（国庫補助額）35歳未満 : 10,000円
　　　　　　　　　35歳以上 : 　6,000円
3. 各種制度資金等
　配偶者や後継者の方が、制度資金の貸し付けを受
けることが出来ます。

家族経営協定を
結んでみませんか？

制度上のメリット

　
相
続
に
よ
る
不
動
産
の
取
得
を
知
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
登
記
申
請
を
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
、
正
当
な
理
由
な
く
申
請
し
な
い
場
合
に
は
10
万
円

以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

宮
城
県
司
法
書
士
会
の
「
相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　

　
☎ 

０
２
２
―
２
２
１
―
６
８
７
０

　
　
　
（
月
・
水
・
金
／
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
）

令
和
６
年
４
月
か
ら

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
４
月
か
ら

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
４
月
か
ら

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

仙
台
法
務
局
古
川
支
局

（法務省ホームページ）
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お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（42）1239
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　　☎（42）1239

『地域計画』 の策定について
～地域の農地や農業を、次世代へ引き継ぐため、まずは話し合いから！～ 

農地を貸したい
けど、受け手が
いない 

耕作放棄地が
増えてきて、

対応に困っている 

受け手に
安心して農地を
任せられる 

皆で、
地域農業を守ろう 

これまで地域の皆さんの努力で守り続けてきた地域の農地や農業を、次世代へ
着実に引き継ぐため、地域で話し合いを行い『地域計画』を策定しましょう。 

「地域計画」とは？ 
 「地域計画」は、農業者の減少や遊休農地の拡大が懸念される中、農業者や地域の皆さ
んの話し合いにより策定する将来の農地利用の姿を明確化した設計図です。栗原市で
は、担い手農家を中心に話し合いを実施し、「地域計画」を策定します。 

具体的には 
 １０年後の農地の利用の姿を描く「目標地図」に加え、地域農業の将来の在り方を「地
域計画」として、令和７年３月末までに旧町村ごとに１０の計画を策定します。 

話し合いの内容 
　地域農業と地域を守るため、農地の将来の在り方について、
次のようなことを話し合います。

目標地図イメージ 
　目標地図は、話し合いによって、将来の農地利用の姿を明確化するものです。担い手
農家への農地の集積や分散している農地を集約する計画を目標地図として作成します。 

現 況 10年後

農地の集積、集約化などについ
て話し合い目標地図を作成。 

①農地の集積、集約化の方針
②農地中間管理機構の活用方針
③多様な経営体の確保・育成の取り組み方針

お問い合わせ先 栗原市農林振興部 農政園芸課 ０２２８-２２-１１３５
栗原市農業委員会事務局 ０２２８-４２-１２３９ 

地域で話し合いを行い
『地域計画』を策定 
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農地法第３条
農地の

賃貸借・売買等

農地法第４条
自己所有地を
転用する場合

農地法第５条
権利を設定・移動
して転用する場合

農用地利用集積計画
認定農業者等への
賃貸借・売買等

非農地証明
使用されている土地について
農地でないことの証明

12月 38件 （243,184.28㎡） 3件 　（2.09㎡） 7件 （5,581.00㎡）184件（1,826,043.68㎡） 14件 （29,116.00㎡）

１月 33件 （216,608.60㎡） 2件 （954.00㎡） 8件 （7,289.66㎡） 71件   （544,238.96㎡） 10件   （6,616.96㎡）

２月 60件 （451,853.00㎡） 3件 （434.71㎡） 8件 （7,985.27㎡）161件（1,352,434.56㎡） 6件   （8,207.00㎡）
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（42）1239

農業委員会審議状況農業委員会審議状況

令和６年度 令和６年度 農業委員会総会開催予定（上期）農業委員会総会開催予定（上期）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

申　請
期　日 １０日（水）１０日（金）１０日（月）１０日（水）１３日（火）１０日（火）
総　会
開催日 ２６日（金）２８日（火）２６日（水）２９日（月）２８日（水）２６日（木）

農業委員会事務局　４２- １２３９
築 館 総 合 支 所　２２- １１１４
若 柳 総 合 支 所　３２- ２１２４
栗 駒 総 合 支 所　４５- ２１１４
高清水総合支所　５８- ２１１３
一 迫 総 合 支 所　５２- ２１１４
瀬 峰 総 合 支 所　３８- ２１１４
鶯 沢 総 合 支 所　５５- ２１１４
金 成 総 合 支 所　４２- １１１４
志波姫総合支所　２５- ３１１４
花 山 総 合 支 所　５６- ２１１４

【相談予約・お問合せ先】

事前予約事前予約ののお願い！お願い！（申請・届出・相談など）（申請・届出・相談など）
　総会開催時は担当者が不在となります。また、申請
や届出・相談（農地転用・権利移動、非農地証明など）
のお客様で窓口が混み合い、長時間お待ちいただくこ
とがあります。
　大変お手数ですが、農業委員会事務局または各総合
支所市民サービス課産業建設係に「事前予約事前予約」のう
えご来庁いただきますようご協力をお願いいたします。

※諸事情により、申請期日および総会開催日が変更となる場合があります。

〇対 象 者　人・農地プランにおいて地域の中心経営体と位置付けられている栗原市内に住所
　　　　　　又は事業所を有する担い手で、次に該当する方
　　　　　　①個人の農業者
　　　　　　②農地法に規定する農地所有適格法人
　　　　　　③上記①、②の方が補助金の交付申請時点において、家族以外の第三者と対象農
　　　　　　　地の賃借権又は使用貸借権の設定について、農地法その他の法令に定める許可
　　　　　　　を取得していること
〇対象農地　農地法に規定する利用状況調査（農地パトロール）により、草刈り、耕起及び整
　　　　　　地等の簡易な作業により耕作可能となる１号遊休農地と判定された農地
〇補 助 額　１０アールあたり４３，０００円以内
〇要　　件　①遊休農地解消後の翌年度から１０年間継続して耕作しなければならない
　　　　　　②対象農地が平成２１年度から平成３０年度まで実施された国の耕作放棄地緊急
　　　　　　　対策事業交付金を受けていないこと
事業のご質問やご相談等は、栗原市農業委員会事務局（0228-42-1239）までお問合せください。

栗原市遊休農地解消対策事業補助金
担い手による遊休農地の再生利用の取組を支援します担い手による遊休農地の再生利用の取組を支援します

（令和６年度新規事業）
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　　☎（42）1239

金
成
宮
前　

　

多た

だ田　

仁じ
ん
い
ち一 

さ
ん

 　
　
　
　
　

     

（
58
）

　

今
回
は
金
成
宮
前
の
多
田
仁
一
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

仁
一
さ
ん
は
、
水
稲
と
繁
殖
牛
の
複
合
経

営
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、
水
稲
は
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
繁
殖
牛
は
４
頭
を
飼
養
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
農
作
業
及
び
無
人
ヘ
リ
や
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
の
受
託
も
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
き
っ
か
け
は
、

父
親
が
加
入
し
て
い
た
こ
と
や
地
域
の
農
業

委
員
か
ら
の
加
入
推
進
も
あ
っ
た
こ
と
で
、

農
業
者
年
金
の
こ
と
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
将

来
的
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
就
農

と
同
時
期
に
加
入
し
、
通
算
38
年
に
な
る
そ

う
で
す
。

　

今
後
の
抱
負
を
伺
う
と
、「
少
し
で
も
長

く
受
給
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。」と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

   

（
取
材　

菅
原
昌
行
委
員
） 

農
業
者
年
金

  
加
入
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

農
業
者
年
金

  
加
入
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

現況届は、年金の受給資格などを確認するために
必要な毎年の手続きです。

５月末ころに農業者
年金基金から年金受
給者あて送付されま
す。

原則として受給者本人が
記入して、6月末までに
農業委員会事務局または
各総合支所市民サービス
課産業建設係へ提出して
ください。

提出を
　忘れると…
１１月の支払いから
現況届が提出される
までの間、年金の支
払いが差し止められ
ますので御注意くだ
さい。

経営移譲年金や特例付加年金を受給されている場合は、
次の事項に注意してください。

•経営移譲年金や特例付加年金を受給されている方が農業経営を再開した場合は、
年金が支給停止となります。（年金受給者の名義で農業申告をした場合、農業法
人の構成員になった場合、農業共済に加入した場合など）
•経営を移譲、継承した際に貸し付けた農地について返還を受けたり、売却、転用、
転貸した場合については、年金が減額や支給停止となる可能性があります。

農業者年金の「現況届」は
忘れずに提出を！

農業者年金の「現況届」は
忘れずに提出を！

農業者年金の「現況届」は
忘れずに提出を！

現況届が
　届く時期は…

現況届の
　提出時期は…
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　♪しずかな湖畔の～♫メロディが出てきそうな内沼に面したログ
ハウスで、ホットサンドとコーヒーのお店 「ひしの実」です。
　４年前の夏、アイスクリームとコーヒーから始まり、一昨年１０
月から栗原の地元食材を気軽に食べられるように野菜の栄養もたっ
ぷりのホットサンドを始めました。
　おすすめは季節野菜をたくさん使ったモッツァレラチーズサンド
とのこと。イートインスペースで内沼を眺めながら、ゆっくり味わ
うのも素敵な時間を過ごせそうです。テイクアウトもできます。
　なお、ホットサンドは栗原山麓ジオパーク推進協議会がジオパーク活動の一
環でＰＲする特産商品「栗駒山麓のめぐみ」に認定されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取材　曽根香代委員）

おいしい
  お店 み～つけた!!

業務執行理事・事務局長
　　　　　　　大場　寿樹
営業時間／土・日曜日
　　　　　11:00 ～ 14:00
定休日／不定期で休業あり

業務執行理事・事務局長
　　　　　　　大場　寿樹
営業時間／土・日曜日
　　　　　11:00 ～ 14:00
定休日／不定期で休業あり

「HOT SANDWICH ＆ COFFEE ひしの実」
☎090-4889-5310

〒987-2224　栗原市築館横須賀養田18

　
　
　 
ど
う
す
る
か
考
え
る
の
が
楽
し
い

　

平
成
29
年
１
月
に
就
農
し
て

８
年
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
（
水
耕
ト

マ
ト
）
20
ａ
の
面
積
で
、
２
人

の
雇
用
労
働
力
を
活
用
し
て
経

営
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
の

店
頭
売
り
と
直
売
が
中
心
で
す

が
、
完
熟
ト
マ
ト
と
し
て
人
気

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
就
農
の

き
っ
か
け
は
、
登
米
市
米
山
の

友
人
の
姿
を
見
て
決
断
し
た
と

の
こ
と
で
す
。「
自
分
の
作
っ

た
品
物
は
、
自
ら
対
面
で
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
客
さ

ん
は
結
果
を
評
価
し
て
く
れ
ま

す
。
作
っ
た
人
の
真
心
は
お
客

さ
ん
に
も
伝
わ
り
ま
す
。
農
業

が
厳
し
い
と
き
だ
か
ら
こ
そ

「
心
」を
届
け
る
こ
と
が
大
切
。」

作
っ
た
も
の
に
魂
を
い
れ
る
、

こ
の
精
神
が
成
功
の
鍵
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
ハ
ウ
ス
ス
ペ
ー
ス

の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
土
耕

に
よ
る
栽
培
も
手
が
け
た
い
と

夢
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
（
取
材　

三
浦　

栄
委
員
）
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小お

野の

寺で
ら　

義よ
し　

幸ゆ
き

さ
ん

　

令
和
６
年
も
明
け
て
４
か
月

過
ぎ
ま
し
た
が
、
先
ず
も
っ
て

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た

多
く
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早

く
安
心
し
て
休
め
る
避
難
所
の

確
保
と
、
復
旧
と
復
興
の
進
捗

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
第
55
号
の
農
業
委
員

会
だ
よ
り
が
皆
様
に
届
く
４
月

上
旬
は
春
の
繁
忙
期
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
か
ら

続
く
異
常
気
象
の
影
響
を
受
け
、

水
不
足
や
有
害
鳥
獣
の
活
動
も

活
発
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
昨

年
は
熊
に
よ
る
人
身
被
害
が
全

国
で
多
数
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

農
作
業
時
は
単
身
で
の
作
業
を

避
け
る
な
ど
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 　
（
千
田
公
之
委
員
）
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ト

ハ
ウ
ス


